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凡
そ
青
少
年
の
學
生
時
代
・
に
於
て
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年
中
恐
ら
く
夏
期
七
、
八
月
の
暑
中
休
暇

で
あ
ら
う
。

毎
年
暑
中
休
暇
に
な
る
と
、
青
年
少
年
を
有
す
る
父
兄
は
、
自
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内
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に
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る
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め
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攻
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風
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で
考
へ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
ご
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名
の
で
あ
る
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活
動
に
乏
し
く
、
萬
事
に
縮
み
易
く
、
或
は
客
易
に
種
々
の
病

気
杖
Ｒ
侵
Ｊ
、
、
’
れ
Ｉ
易
く
従
っ
て
精
神
上
又
は
道
徳
上
に
於
て
・
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少
年
の
か
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た
弱
勲
に
食
込
み
、
珊
一
珊
と
悪
化
し
て
行
く

も
の
が
あ
る
。
是
は
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候
や
、
風
土
』
や
一
四
國
の
状
態
が
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‥
然
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―
導
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行
く
の
で
あ
る
が
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父
一
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中
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る
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栽
附
か
ず
ゐ

る
こ
と
が
ま
ｙ
あ
る
か
ら
皆
様
は
叱
重
大
な
ジ
ー
ズ
ｙ
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最
も

よ
く
利
川
す
る
と
・
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
へ
’
る
の
で
あ
る
。

塵
芥
の
中
に
起
居
し
、
疲
勢
不
平
・
と
鳴
し
て
不
自
然
な
、
不
健

康
な
生
活
を
辺
っ
て
ゐ
る
よ
Ｉ
Ｑ
’
か
ひ
し
ろ
宜
し
く
戸
外
に
出
で

大
自
然
に
接
す
芯
が
よ
か
ら
５
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面
々
の
遠
き
咀
先
が
無
人
の

荒
野
に
起
居
し
、
大
・
羽
然
を
開
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し
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其
の
勇
気
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